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【 企 業 理 念 】

２０１０年７月３１日　 制定
２０１１年９月３０日　 改定
２０１２年９月３０日　 改定
２０１６年3月３１日　 改定

　　　　　　環境関連法規等の遵守による社会的責任の遂行

　　 　 ３．環境コミュニケーションの積極的推進

【 環 境 方 針 】

　　　藤田電気㈱は、先に掲げた企業理念のもと、更なる創意と工夫により環境に対する負荷の

　　　軽減と環境経営の実践に取組むとともに、以下の諸活動を通じて、社内組織における継続

1．環 境 経 営 方 針

　　藤田電気㈱は、地球環境の改善に資する目的を持ち、社員全員が一丸と　なって常に価値

　　ある技術の創造と豊かな社会生活の実現を目指します。

　　　　　　２）廃棄物削減に向けた廃棄ルールの徹底

　　　　　　３）用水使用量削減に向けた節水

２０１7年11月20日　 改定

　　　　　　４）グリーン購入による環境に配慮した物品調達

　　　　２．環境関連法規等の遵守

　　　的な環境改善に努めます。

　　　　１．環境改善活動による環境負荷の軽減

　　　　　　１）省エネの実践による二酸化炭素排出量削減の取組み

　　　　　　環境改善取組についての社内外への積極的開示による環境活動の周知・徹底

　　 　 ４．環境商材の普及による環境改善への取組支援

            環境改善の取組支援に資する提案機能強化と省エネ商材の普及

２０２０年11月20日　 改定

藤 田 電 気 株 式 会 社
代表取締役社長　藤田 良彦 ㊞
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2024年12月6日現在

　　会社名　　　　　　  　　：　藤田電気株式会社

　　代表者　　　　　　　：　代表取締役社長　藤田 良彦　

　　所在地　　　　　　　：　静岡県静岡市葵区本通二丁目２番地の１３

　　創　 業　　　　　　　：  １９５１年１月１日

    設   立　　　 　 　　：　１９６６年８月２６日

  　資本金        　    ：  ４５００万円

　　従業員数           ：　２６名　（代表者・役員・パートを含む）

　　環境管理責任者　：　代表取締役副社長　 藤田綾子

　　連絡担当者　　  　　：　専務取締役　大坪義武 　

　　連絡先　　　　　　　：　TEL:０５４（２５４）８２８８

　　　　　　　　　　　　　　　 　　FAX:０５４（２５１）０６５１

　　　　　　　　　　 　　e-mail: k-fujita＠xpost.plala.or.jp

：　http://www.fujita-denki.net

【沿　革】

　　　　避雷針設備　防霜ファン設備　ＴＶ共同受信設備のプランニング・設計・施工・保守管理

　　　　換気・吸気ファン　コンプレッサー　インバーター　プラント施設等の販売・据付・保守管理

【認証・登録】　　　　

静岡市SDGｓ宣言事業所　　（宣言日　２０１９年１１月２７日）

「 信頼と安心の２４Ｈトータルサービス 」

 ２ 事業の概要

【事業内容】

【会社概要】　                              　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　

　　　　コインパーキング・立体駐車場・ゲートバー式駐車場の設計・施工・メンテナンス

　　２００６年８月   　　：　資本金４５００万円に増資

　　１９６６年８月   　　：　藤田電気株式会社に組織変更　　

　　１９５１年１月   　　：　藤田電気工作所としてモーター修理を主業務として創業

 ＊２０００年８月 　　　 「 電気保安功労者大臣表彰（通商産業大臣賞）受賞 」 　

　　ホームページ

【建設業許可】

　　　　電話通信設備　防犯カメラ工事　ＬＡＮ工事　自動制御設備　火災報知設備　

　　《工事部》

　　　　一般電気設備　高圧受変電設備　　各種施設照明　道路照明　プラント施設　

【業績推移 （年間売上高）】

２０２０年８月　　　　　　２０２２年８月         ２０２３年８月　　　　　２０２4年８月

電気工事業

電気通信工事業

　　　　各種駐車場経営のコンサルタント（マーケティング～収益シミュレーション）

　　《駐車場関連事業》

　４７６百万　　         　　４８７百万　　　　　　　４７６百万　　　　　　　４４６百万

　　《メンテナンス部》

　　　　高圧・低圧各種電動機　ホイストクレーン　水中ポンプ　上下水・排水各種ポンプ　

静岡県知事許可（般－２）第８２０号　（許可の有効期限　Ｒ２．５．３１～Ｒ７．５．３０）

エコアクション２１認証登録番号０００６７００ 　（認証・登録日　２０１１年２月２８日）

静岡県知事許可（特－２）第８２０号　（許可の有効期限　Ｒ２．５．３１～Ｒ７．５．３０）

静岡県経営革新計画　　商経第３４１号(２０１４年３月２０日）
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３ 会社組織図及び実施体制 （２０２４．１１．８改訂）

　

  ◎　実施責任者

　①　部門の環境経営計画の立案・実施

　　　増田課長 　②　部門の実施状況の把握及び実績値の記録・報告

　　　望月主任技師 　③　部門の環境経営訓練の実施

　④　問合せ及び苦情対応

　⑤　部門の環境活動上の問題把握及び事務局報告

　⑥　環境商材の提案および普及

 全社員

　①　環境経営方針の理解と取組みへの自覚

　②　環境経営計画の実施

 ◎梶山課長

   ※藤田副社長

　　　是永主任

　◎ 田中主任　

　　　伊藤

 　　 石神

工事技術部

工 事 部

　◎執行役員 髙橋部長

　　　鷲巣課長

　　　加藤係長

　※ 佐々木主任

　　　神谷（勇）主任

　　　小田主任

　　　井上主任

 　 藤田社長

 ※大坪専務

　　鈴木部長

メンテナンス部

◎  福井部長

　　 海野課長

 ※ 神谷（政）課長

（ＥＷＧのメンバーは　◎及び※）

営 業 部

取 締 役 会

エコワーキンググループ

（ＥＷＧ）

　　 河村主任

     望月（浩）

　　　川口

　　 松下

　①　環境経営システムの統括
　②　環境経営目標・経営計画の統括・管理
　③　環境活動状況の把握と社長報告
　④　環境関連法規の把握と関連対応
　⑤　環境教育・訓練の統括・管理
　⑥　緊急事態発生時の統括補佐
　⑦　問合せ・苦情対応の統括・管理
　⑧　環境資源の見直し・提言
　⑨　環境商材の普及に関する取組提言

代表取締役社長　藤田良彦

環境管理責任者
代表取締役副社長

藤田 綾子

事務局管理責任者
 専務取締役　大坪 義武

　①　全体計画の企画・立案
　②　環境活動ﾃﾞｰﾀの集計・管理と専務報告
　③　環境教育・訓練の計画立案・実施
　④　環境経営システム運用上の事務管理
　⑤　環境管理責任者の補佐

　①　環境経営システムの構築・見直し・指示
　②　経営における課題とチャンスを踏まえ
　　　 て環境経営方針の策定・見直し
　③　環境管理責任者の任命
　④　環境資源（人材・資金・技術）の投入
　⑤　緊急事態発生時の統括

　 　足立

総 務 部
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４ 対象範囲

環境活動の範囲は、「本社内の事務部門」、「作業（現）場および倉庫内における電気工事部門」、

「保守・設置現場および作業室におけるメンテナンス部門」

備　　考

①

②

③

作業場

倉   庫

所　在　地　番

静岡市葵区本通２丁目２－１３

静岡市葵区本通２丁目２－２２

静岡市葵区本通２丁目３－１３

使用形態

本   社
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   ５　環境負荷の状況（年度別実績比較）

単 位 ２０２０年 ２０２１年 ２０２２年 ２０２３年

ＭＪ 383,832 383,380 368,900 370,021

ＭＪ 515,642 591,542 479,257 522,300

ＭＪ

ＭＪ

kg 4,754 8,874 7,317 10,428

kg 4,754 8,874 7,317 10,428

ｍ3 92 90 86.5 77.0

ｍ3

ｍ3

ｋｇ－CO2 53,306 58,398 46,645 52,293

ｋｇ－CO2

ｋｇ－CO2

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

kg 6,596 4,457 4,024 2,307

ｔ

kg 15,923 22,599 18,854 11,922

kg 15,923 22,599 18,854 11,922

kg 7,046 11,949 9,729 4,544

ｔ

ｔ

ｍ3

ｍ3 92 90 86.5 77.0

ｇ

地下水

【二酸化炭素】

その他

上水

工業用水

大気への排出量

再生資源化量

単純焼却

資源投入量

公共用水域

公共用水域への排出

総排出量

BOD

下水道

土壌への排出

容器包装使用量

環境負荷低減に資する製品

中間処理量

⑥環境負荷低減に資す
る製品量

⑦産業廃棄物等総排出
量

製品生産量

購入電力

化石燃料

新エネルギー

④温室効果ガス排出量

その他

⑧総排水量

⑤化学物質排出量・移
動量

循環資源投入量

③水資源投入量

②総物質投入量

①総エネルギー投入量
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６ 　中期環境経営目標及び２０２３年度　年間・環境経営目標

承　認 確　認 確　認

代表 事務局責任者 事務局

※判定値は排出量÷売上高（百万円）　　（排水量･環境製品販売は絶対量）

環境負荷ﾁｪｯｸ 環境方針 環境目標項目 推　進

必須項目 内　容
（負荷の自己チェックを踏

まえて策定） 管理者 2023年度 2024年度 2025年度

基準年度比 R2-R4年度平均×99％ R2-R4年度平均×98％ R2-R4年度平均×97％

kg-CO2/100万円 目標値 31.9kg-CO2/
100万円

31.6kg-CO2/
100万円

31.3kg-CO2/
100万円

空調温度の適正化 LED未対応箇所の 確認・検討

排出係数 0.459

基準年度

基準年度比 R2-R4年度平均×99％ R2-R4年度平均×98％ R2-R4年度平均×97％

kg-CO2/100万円 目標値 64.3kg-CO2/
100万円

63.7kg-CO2/
100万円

63.0kg-CO2/
100万円

低燃費車の導入 (入替時検討) →

車載荷物の再確認車両点検の徹底 →

基準年度

kg-CO2/100万円 基準年度比 R2-R4年度平均×99％ R2-R4年度平均×98％ R2-R4年度平均×97％

目標値 96.2g-CO2/
100万円

95.3kg-CO2/
100万円

94.3kg-CO2/
100万円

基準年度比 R2-R4年度平均×99％ R2-R4年度平均×98％ R2-R4年度平均×97％

kg/100万円 目標値
4.3㎏/

100万円
4.2㎏/

100万円
4.1㎏/

100万円

段ボールの再利 用化→

コピー用紙の裏 面活用→

コピー機効率使 用→

基準年度

基準年度比 R2-R4年度平均×99％ R2-R4年度平均×98％ R2-R4年度平均×97％

kg/100万円 目標値
35.0㎏/
100万円

34.5㎏/
100万円

34.2㎏/
100万円

→ →

基準年度

基準年度比 R2-R4年度平均×99％ R2-R4年度平均×98％ R2-R4年度平均×97％

89.2 ㎥ 目標値 88.3ｍ3 87.4ｍ3 86.5ｍ3

止水の確認 → →

基準年度

基準年度比 - - -

目標比率 - - -

ｸﾞﾘｰﾝ購入対象 品目調査（事務 用品）

　調達 社内周知・徹底 →

基準年度比 - - -

目標値 年4回 年4回 年4回

活動内容 周辺公共施設等の清掃 → →

基準年度比 プラス1% プラス2% プラス3%

5,026 kg 目標値 5,076kg 5,127kg 5,177kg

基準年度 活動内容 環境工事の受注 → →

自動車燃
料の二酸
化炭素排
出量削減

高橋部長

総排出量
藤　田
副社長

・高橋部長

活
動
内
容

高橋部長
環境製品

販 売
環境商材
の販売

環
境
製
品

販
売

社
会
貢
献 　の参加

藤　田
副社長

藤　田
副社長

活
動
内
容

(排出量/売上高)

藤　田
副社長

電力の二
酸化炭素
排出量削

減

藤　田
副社長

3.事務用商品以外の備品

二
酸
化
炭
素
排
出
量

35,191/541≒65.0

藤　田
副社長

建設副産
物の削減

活動内容

活動内容

1.グリーン項目対象品目の調査

17,500/541≒32.3

ガソリン、軽油

(排出量/売上高)

52,691/541≒97.3

(排出量/売上高)
基準年度　　　　　　　　R2～R4年度平均

R2～R4年度平均

R2～R4年度平均

2,406/541≒4.4

(排出量/売上高)

廃
棄
物
排
出
量

2.グリーン商品の優先購入

19,125/541≒35.3

(排出量/売上高)

活
動
内
容

総
排
水
量

節水 節水

活
動

内
容

一般廃棄
物の削減

R2～R4年度平均

R2～R4年度平均

作成日：2024年８月31日

目　標　値基準値

R2～R4年度の3年平均

二酸化炭
素

排出量の
削 減

廃棄物の
削 減

分別管理による
有価物との選別高橋部長

1.国道１号線沿線沿いの清掃

2.関係団体のボランティア清掃へ

グリーン
購 入

環境美化

毎月グリー
ン購入対象
商品を購入

公共施設
の清掃

物
質
投
入

R2～R4年度平均

R2～R4年度平均

藤
田

藤
田

大
坪
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７－１　　２０２３年度　環境指標年間目標・実績対比

※CO2排出量及び廃棄物排出量は売上高(100万円）で割った値です。 （達成率）

原　　因 対　　策

※1　総排出量は　「７－３　総負荷（総量）年度比較表」　によります。

91.5%

77.0

化石燃料　ガソリン等

〇

国道歩道の社内
清掃活動を行っ
た。（新型コロナ
により3回中止）他
に所属団体の清
掃活動にも参加
した。

今後も継続
していく。

環境目標項目 単 位

×

4.3

131.1%

半導体不
足が影響

2,307

〇

114.7%

82.0%

目標/実績

二酸化炭素排出量削減
※1

電力使用量削減

35.0 26.7

64.3 78.4

一般廃棄物排出量削減

毎月継続し
てグリーン
購入対象
商品を購入
した

〇

50.0%

LED・エア
コン・無電
極ランプの
環境製品を
提案してい
く。

45.4% ×

今後も継続
していく。

節水意識
の高揚。
止水の確
認。

今後も節水
を継続して
いく。

×

未使用の共
用部屋の消
灯を徹底
低燃費車の
導入。

夏・冬の電
気使用量、
ガソリン使
用量を検証

繁忙期の工
事の建設副
産物建設副
産物排出量
を検証。

段ボールの排出
量は減った。また
ペットボトルは増
えた。食物残渣が
新型コロナの影
響により減少し
た。

過剰梱包
品はなるべ
くさける。

低燃費車
への入替
導入。

×

低燃費車輌へ
の入替。
車内の整理整
頓。
定期点検の実
施。

廃棄物が
出る仕事が
増えた為

環境製品販売

△

-

2

 グリーン購入

環境美化

96.2

4.7

回数/年

毎月グリーン対象
商品の購入

4

5,076

目標値 実績

82.2%

m3

ｋｇ

117.1

88.3

ｋｇ－CO2
/100万円

ｋｇ－CO2
/100万円

ｋｇ－CO2
/100万円

×

冷暖房の設定
温度の管理。
帰宅時のパソ
コン・プリンター
の電源管理

夏季・冬季
の電気使用
量の検証。
電源管理の
徹底。

31.9 38.7 82.4%

産業廃棄物排出量削減

ｋｇ
/100万円

排水量削減

-

ｋｇ
/100万円

評　　　価
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　７－２　対比表
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82.4%

82.0%

91.5%

131.1%

114.7%
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７－３　総負荷（総量）年度比較表

3,238 4,053 3,242 3,465 
2,718 3,187 2,404 2,204 2,611 2,091

16,684 

22,280

15,706 15,454
14,502 15,131 15,923
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18,854

11,922
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591,542
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432,808 405,103 398164

381,364 394,252 383,832 383,380 368,900
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８　環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

部門責任者 評 価
■低燃費 梶山　和彦

①環境教育(一般・幹部対象）
②ＥＷＧ活動(廃棄物法・同知識・段ボール・リサイクル化）
③緊急事態対応
④ボランティア清掃
⑤環境法令遵守
⑥代表者による全体の評価と見直し
⑦環境配慮型の事業推進
⑧環境経営レポートの更新

※本年度も新型コロナウイルス感染症対策のため ●ボランティア清掃
会議・行事等は中止及び大幅縮小継続。 第1回　2023.12.2　　　 　10名参加　　　0.5ｋｇ　回収

第2回　2024.3.30　　　 　15名参加　　　1.6ｋｇ　回収

LED照明の導入
高橋　武

■本年度は更新箇所無し

人的資源の育成

緊急対応研修

■本格的始動に向かっ
て内容を精査していく。

廃棄物分別ついての周
知

■蛍光管・水銀ランプ、梱
包資材、発泡スチロール、
ＰＰバンド、有価物の分別
指導

■朝礼、各部会で周知。

大坪　義武

災害発生時の緊急対応

■未実施

■引き続き周知徹底を
図る。〇

■未実施

■残りの箇所も引き続
き更新の検討をする。

■状況をみて研修を行
う。

高橋　武

田中　路人

■倉庫1階エアコンを更新した

■安全大会時に実施

結果 ・ 効 果  ・ 課 題 次年度の取組

■災害時の対応訓練の
実施 〇

■エアコン更新時は省
エネタイプを検討

環 境 活 動 項 目 取  組  内  容環 境 活 動 項 目 取  組  内  容

省
エ
ネ
機
器
導
入

省燃費車の導入

■倉庫エアコンの更新

■社屋照明器具のLED
化

社
内
研
修

緊
急
対
応

梶山　和彦

〇

×

×

EWG会議により各部へ
の徹底

エアコンの更新

×

○

社
会
貢
献

梶山　和彦

藤田　綾子

自社ホームページの

田中　路人

■ヒューマン・リソース・
プロジェクト(HRP)による
人材育成を行う

道路清掃美化活動
(会社実施）

■EWG会議の出席者（各部責
任者・オブザーバー）が、各部
署とエコ２１事務局とのパイプ
役として、各部からの要望や意
見を集約しエコ活動に生かすと
ともに、エコ活動方針や活動面
での助言・情報を伝達徹底。

■社外に環境活動等を
広報する。

■ホームページリニューアル中

藤田　良彦

法令遵守

○

○
道路清掃美化活動
(団体実施）

■静岡県設備協会実施
の美化活動に参加。

■国土交通省中部地方
整備局静岡国道事務所
と協定を結び、国道１号
線沿いを従業員全員で
清掃活動を行う。

実
　
施

法
令
遵
守
等

藤田　綾子

〇

■安全大会時に実施

■EWG会議の開催環
境
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン 活用

計
　
　
画

■引き続き清掃活動に
参加する。

■「MARK　IS　静岡」高架橋から長
沼大橋までの清掃活動

■安全大会時に実施

×

藤田　綾子

■清掃実施
＜清掃区間 ： 静岡市葵区黒金町
～   駿河区馬渕１丁目＞
  ① 活動回数2回
  ② 延べ時間 1時間
  ③ 延べ回収　2.1Kg

■引き続き清掃活動を
行って行く。

■毎年訓練を行う。

■掲載内容を検討しHP
の利用を推進する。

■建設業法、電気工事士法、
労働安全衛生法、フロン排出
抑制法など建設に直結する法
規、社会形成推進基本法や廃
事物処理法など環境に関連す
る法規、あるいはグリーン購入
法などにつき、常に業務上での
遵守意識の徹底を図る。

■指摘される対象は生じなかった。

○

■引き続き法令順守に
徹する。

苦情処理等 ■当事者である相手側の主張
内容や事実関係を十分確認
し、迅速に対応することを心が
ける。

■苦情はなかった。

○
■引き続き苦情ゼロを
めざす。

次年度の課題

大坪　義武

次年度の重点取組

■廃棄物の分別を徹底
しゴミと有価物を区物す
るよう各部で啓蒙する。

■今期2台代替。燃費は向上。 ■経年車の入替時は省
燃費車を検討する。
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９　環境関連法規等の遵守状況確認及び評価結果並びに違反、訴訟等の有無 

承 認 作 成

［遵守状況結果・訴訟の有無］

遵守状況 訴訟有無

○ 無

○ 無

○ 無

○ 無

○ 無

○ 無

○ 無

○ 無

○ 無

○ 無

〇 無

保管置場の掲示（掲示板設置）

委託業者との契約管理

リサイクル対策の推進
廃棄物中有用物の
循環的な利用促進

廃棄物の減量化

環境物品等への需要転換

○

少量危険物・火気使用等 消火機器、火気管理体制

静岡市廃棄物の処理及び
減量に関する条例

廃棄物の適正処理

静岡県生活環境保全条例
公害防止および粉塵、煤煙、騒
音、振動の発生等に関わる条例

廃棄物の発生の抑制

物品購入時における環境物
品の優先的購入

環境型社会形成推進基本法

電気事業法

静岡市環境基本条例

電気工事士法
電気工事の欠陥による災害
防止

Ｈ２１．４．１施行

３Ｒへの努力
(Reduce  Reuse Recycle )

廃棄物の分別排出の推進

公害防止及び自然環境の
保全措置

○ 無

適 用 内 容 備　　　　考

建物工事の適正な施工の
確保

関連法規名

廃棄物処理法

産業廃棄物の管理
Ａ、Ｂ２、Ｄ、Ｅ票
　　　　５年間保管

マニフェストの管理 年間交付状況報告済み

建設業法

電気設備の工事、維持、安全
等について定めた技術基準

○ 無

○ 無

無

遵守確認日　２０２４年１１月１日

○ 無

無

○ 無
Ｈ１６．４．１施行

委託契約の締結

自動車リサイクル法 対象社用車のリサイクル促進

○

○

無

○ 無

無

(２０２３．９．１ ～ ２０２４．８.３１)

自社では該当なし

労働安全衛生法
労働環境の維持・改善等に関
する法規

安全管理体制の構築・運用

消防法

グリーン購入

処理先の現地確認

○

フロン排出抑制法
第一種特定製品に当たる業務用
冷凍空調機器の管理の適正化

簡易点検

　１．上記関連法規の遵守確認結果、違反はありませんでした。

　２．訴訟の有無 ： 過去3年間に亘り、訴訟等の発生はありませんでした。

梶
山

藤
田
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　１０　活動状況

太陽光発電

節電表示取付 低燃費・安全装備付車への買替

節水表示取付
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社会貢献活動（国1歩道清掃）

省資源・省エネ対策商品の提案・販売及び工事

LED照明工事

社内活動

感染症対策

安全大会開催(令和6年6月28日)

静岡市SDGｓ宣言証

その他
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１１　代表者による全体の評価と見直し・指示

達成項目

達成理由

目標項目 目標達成状況　 活動実施状況　

電力削減 ×（82％） ×

ガソリン削減 ×（82％） ×

一般廃棄物削減 ×（92％） ×

産業廃棄物削減 ○（131％） ○

排水量削減 ○（115％） ○

グリーン購入 ○ ○

環境製品販売 ×（45％） × 　　　　　　　　

社会貢献 △（50％） △

内部コミュニケーション

ＥＷＧ担当者 　　　　　　　　

エコ会議 　　　　　　　　

　　　　　　　　

安全会議

外部コミュニケーション

②昨年度と同様会社として環境活動の観点から継続
して安全大会を行った。本年は新型コロナウィルスの
影響がなくなったので協力会社も参加した。
交通事故、設備事故は共に0件だった。
安全大会の中で防災研修を行い、豪雨災害の危険
が高まる中で、リスクを確認し早めに行動を起こすと
の学習をした。

1.今年度のポイント

改善策（年度内に実施したもの）

管理責任者の報告

電力削減は冬場の使用量が高かったため目標を
達成出来なかったが、空調温度の管理、退出時
の消灯・空調の停止を徹底する。自動車燃料の
削減は今年2台車両を入替し、燃費の悪い車輌
は入れ替えて行く。
環境製品販売はエアコン・LEDが減っているが、
EV用普通充電装置等新しいエコ製品の販売を
増やして行く。

①目標設定値・実績値の算出方法は、2020年～
2022年直近3年の排出量と売上高の平均を基準値と
して評価する。
排水量、環境製品販売は2020年～2022年直近3年
の排水量と販売量の平均を基準値を目標にした。

産業廃棄物削減、排水量削減
グリーン購入（新評価基準による）

産業廃棄物削減は廃プラスチック、金属く
ず、紙くず、木くず等昨年よりも減少した。
分別管理とリサイクル化が成功した。
排水量削減は節水意識を高め止水確認。
グリーン購入は継続してグリーン商品を優
先して購入する。

２.今年度の総括（達成項目、未達項目と改善施策）

管理責任者の報告・改善への提案

実施日　２０２４年１１月　１日

代表者による全体評価と見直し

廃プラ・金属くずが減少、紙くず増加

止水確認・節水意識の徹底

毎月グリーン対象商品購入

EV充電装置設置の推奨

［目標・環境活動計画の達成状況］

コメント

空調温度の適正化、小まめに消灯

低燃費車入替2台、車両定期点検

事務所ごみが減少

全体評価および変更の必要性の有無

　安全大会開催報告の表示を順次掲載していく。

2.ボランティア清掃活動（I LOVEしずおか協議会、

　静岡県設備協会）に参加し社会貢献

3.環境製品を導入した所を会社案内に掲載する方針で

6月の定例会にて安全大会実施（協力会社も出席）

実施内容・意見等

1.HPを現在リニューアル中により環境活動報告及び

国1沿いを計画的に清掃（2回2.1ｋｇ）

［取組状況の評価結果］

今年度は電力の削減、自動車燃料の削減、一般廃
棄物の削減、建設副産物の削減を２０２０年～２０２２
年の直近３年の排出量と売上高の平均を基準値とし
ての評価方法に変更した。総排水量、環境製品販売
量は、２０２０年～２０２２年３年間の平均を基準値とし
た。
電力の削減、自動車燃料の削減、一般廃棄物の削
減は目標値以内をクリアすることが出来なかった。電
力の削減は空調温度の適正化、共用部未使用時の
消灯・空調停止等を徹底したが冬場の使用量が高
かった。自動車燃料の削減は燃費の悪い車輌２台入
替し、定期点検等も行ったが、遠方の現場が多かっ
た為使用量が増えてしまった。一般廃棄物の削減は
昨年度よりも食物残渣、その他の可燃ごみ（事業所ご
み）が減少しているが、売上高も減少したため相対的
に達成出来なかった。産業廃棄物の削減は昨年より
も廃プラスチックと金属くずは排出が減少し、その他
の廃棄物も排出が下がったため達成することが出来
た。排出量の削減は昨年と同様に目標を達成し、環
境製品販売は車両充電装置設置の推奨を継続して
いく。

代表取締役　　藤田　良彦

［総評］

　パンフレットリニューアル継続中

4｡防災体制を検討中

実施内容・意見等

エコ会議での推進施策の徹底を継続

ガソリン削減の為、走行距離１０万ｋｍ以上の車両を

低燃費車両に買替検討

2.HPをリニューアルし、環境活動、安全大会の報告を載せ外部に周知する。

3.ボランティア清掃活動実施を外部に周知する。

4.作業場、倉庫LED化を継続。

５.防災体制を検討中

 [ 課 題 ]

1.売上高と相関性が強いと考えられる環境指標につ
いての評価基準及び目標値を継続して取組む。

2.1により相関関係を確認し、実績値を検証の上でよ
り実績値に近い目標値を定めることを続けていく。

1.低燃費車両入替によるガソリン使用量を考慮し2台入替済み、引き続きの入替検討。

3.ボランティア清掃・安全大会等、外部へアピールが
できるようになったので今後も取り組んでいく。
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